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【目的】我々は以前、①歯根膜(PDL)幹細胞画分である

Axin2陽性とGli1陽性PDL細胞の抜歯骨修復への寄与が

限定的であること。②一方で、Osterix(Osx)-creERで

標識される細胞画分が抜歯窩内骨細胞に精力的に寄与

することを報告した。そこで、抜歯窩内Osx陽性細胞

画分を採取し一細胞解析を実施した。その結果、幹細

胞能が報告されているαSMA (血管平滑筋)陽性細胞が

抜歯窩内で著増することが示された。そこで、本研究

ではαSMA陽性PDL細胞の抜歯窩骨修復への寄与を解析

した。

【方法】タモキシフェン投与依存的にαSMA陽性細胞を

Tomato(Tom)蛍光で標識できるαSMA-creER:Tom(αSMA)マ

ウス、及び全細胞をTom標識できるR26-creER:Tom(R26)

マウスを作成した。5週齢の抜歯後1週間での修復骨中

骨細胞のTom陽性率を調べた。また、αSMA陽性細胞を

αSMA-DTR:Tomマウスにて特異的に枯渇し、抜歯窩修復

骨及び血管の分布を解析した。

【結果】R26マウスではTom陽性率は約60%なのに対し、

αSMAマウスは約10%であった。一方で、αSMA陽性細胞

枯渇マウスでは、抜歯窩修復骨および新生血管の減少

が観察された。

【考察】本研究では、αSMA陽性PDL細胞の抜歯窩骨修復

への寄与が限定的あることが示された。一方、αSMA陽

性細胞の枯渇が抜歯窩修復骨と新生血管の減少をもた

らすことから、αSMA陽性細胞は骨細胞の起源としての

みならず、他の経路を介し抜歯窩骨修復に寄与するこ

とが示唆された。
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【目的】近年、国際宇宙ステーションの様な微小重力

環境での骨形成の抑制が報告されているが、その詳細

は不明な点が多い。そこで本研究では模擬微小重力環

境が培養ラット骨髄由来細胞におよぼす変化について

検討した。

【方法】本研究で用いた培養骨芽細胞様細胞は、ラッ

ト大腿骨から採取した骨髄細胞を培養し実験に用い

た。微小重力環境（10−3G）の再現には微小重力環境

細胞培養装置（Zeromo®）を用いた。培養後、位相差

顕微鏡で細胞形態を観察し計測した。また、細胞代謝

活性の検索にはCell Counting Kit-8を用い、細胞分

化能の検索にはラボアッセイALPを用いた。

【結果】細胞形態については対照群と比較して、微小

重力群の培養３時間後では細胞面積は大きい傾向がみ

られ、６、24時間後では小さい傾向がみられた。また、

培養開始前の細胞との比較では対照群、微小重力群と

もに大きな変化はみられなかった。一方、細胞代謝活

性は対照群と比較して、微小重力群では３時間後で高

かったが6、24時間後では低くなり、細胞分化能は72

時間後で低くなっていた。

【考察】本実験での模擬微小重力環境下の培養骨芽細

胞様細胞では、培養初期には細胞形態は大きい傾向が

みられ、代謝活性は高くなっていたが、その後は代謝

活性や分化能の低下が認められた。このことから、微

小重力環境は骨芽細胞の代謝活性、分化能に影響を与

えることが示唆された。
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O3-PM-F7 「複合ガングリオシド欠失による骨形成と骨吸収の抑制」
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【目的】スフィンゴ糖脂質であるガングリオシドが、

骨芽細胞および破骨細胞の増殖・分化に関与している

のかについては不明な点が多い。そこでガングリオ

シドGD3合成酵素に加えGM2/GD2合成酵素を欠損させ、

GM3以外のガングリオシドを消失させたダブルノック

アウト(dKO)マウスを用いて、ガングリオシドが骨形

成および骨吸収に及ぼす影響について明らかにするこ

とを目的とした。

【方法】野生型(WT)マウスとdKOマウスの大腿骨海綿骨

の骨量パラメーターを解析した。また、大腿骨切片を

作製し骨形成能および骨吸収能の比較検討を行った。

骨形成率の比較検討においてはカルセイン二重標識法

を用いた。さらに、マウス由来の骨髄細胞を骨芽細胞

へ分化誘導させ、BrdU assayにて増殖能を検討した。

また、マウス由来のマクロファージを分離し、破骨細

胞へ分化誘導させ、TRAP染色およびqPCRにて分化能を

検討した。

【結果】WT マウスと比較して、dKOマウスの骨量は有

意に増加した。また、dKOマウスでは骨芽細胞数が減

少し、カルセイン二重標識法による骨形成率も有意に

低下した。dKOマウス由来の骨芽細胞では、増殖能が

有意に低下した。dKOマウス由来のマクロファージを

破骨細胞へ分化誘導した結果、破骨細胞数および破骨

細胞分化に関わる遺伝子の発現レベルの低下が認めら

れた。以上の結果より、ガングリオシドが骨形成およ

び骨吸収に関与することが示された。


